
 

幕別町立札内東中学校 学校だより第８号 

教育目標 

・創意工夫し，自ら学ぶ子 

・心身をきたえ，生命を尊ぶ子 

・信頼を大切にし，協力し合う子 

令和６年11月25日発行 

校訓「探究・錬磨・友愛」 

～東中の教育～ 人生の生きる“種まき”をし，“ひとりだち”をさせるための土台を築く 

□目指す学校像 「教師も子どもも学び続ける学校」 

□目指す生徒像 「夢の実現に向け，表情豊かで粘り強く考動する生徒」 

□目指す教師像 「子どものよさを伸ばすために，明るく自走する教師」 

～札内東学園目指す子ど
も像実現へ向けたキー～ 

 考動（こうどう） 

皆さんは毎日，様々なことを考え判断し，行動する機会が増えてきています。この力に磨きを
かけるために，1年生は「人のせいにしない」，２年生は「貢献」，３年生は「自己責任」を意
識し成長してほしいと願いを述べてきましたが，これは子供だけではなく，私や大人も一緒で
す。大人も判断や決断の毎日です。そして，それをするためには根拠や理由を探しますが，これ
だけ情報量が多い世の中では，そこからまた考え，判断しなければなりません。そのために，大
人も学び続けなければならないのです。ですから，子供も大人も一緒です。 

そのような中で，やっぱり大切なのは「対話」だと感じています。似たような言葉に「会話」
がありますが，この二つは少し意味が違います。「対話」は，二人以上の人々が互いに意見を交
換し，問題を解決したり，理解を深めたりするものです。一方的なコミュニケーションではあり
ません。特に学校は人が集う場所，「対話」ができる宝庫ですし，「家庭」も一緒です。 

自己決定や自己調整をするのは本人ですが，課題を解決するために様々な考えを交換すること
で，新しい解や納得解等を見つけることができたり，視野も広がったりするものです。 

現在３年生は進路選択の時期です。１，２年生も学校行事や部活動等の大会も一段落し，自分
のために自分で使うことのできる時間が割と多いとはずです。そんな時だからこそ，家族やたく
さんの人との「対話」から，考えを深めてほしいと思います。 

子供も大人も互いを「わかってない」ことってあると思います。まずは，皆さんからの「会
話」から「対話」につなげていってみてください。お互いより「わかり合える」ために。 
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ある菓子店に行ったと

き，そこに置いてあった

「子どもの詩」（冊子）をふと見

ると，はじめのページに本校生徒

の詩が掲載されていました。「心

の動きがよく表現されているな

あ」って感心しました。いろいろ

なことを考えさせられました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国平均より高かった主な内容（一部抜粋） 全国平均より低かった主な内容（一部抜粋） 

国語 ○文の成分の順序や照応について理解している 

○短歌の内容について、描写を基に捉えること

ができる 

○文章の全体と部分との関係に注意しながら、

主張と例示との関係を捉えることができる 

○表現の技法について理解している 

○必要に応じて質問しながら話の内容を捉えること

ができる 

数学 ○事象を角の大きさに着目して観察し、問題解

決の過程や結果を振り返り、新たな性質を見い

だすことができる 

○一次関数について、式とグラフの特徴を関連

付けて理解している 

○複数の集団のデータの分布から四分位範囲を比較

することができる 

○目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取

ったりして、事柄成り立つ理由を説明することがで

きる 

教育活動の様子 

今年度、第３学年は２教科（（国語、数学）で実施されました。学力調査における本校の平均正答

率は、国語科においては全国を上回り、数学科は同程度となりました。今後も成果と課題の焦点化（ 

共有化を図り、さらなる学力向上 生活改善等に取り組んで参ります。 

 なお、お子様の状況については、10月８日（火）に配付した個人票のとおりですが、全体とし

て以下のような分析がありますので、お知らせいたします。 

 

目指す生徒像「夢の実現に向け、表情豊かで主体的に考動する生徒 

10 月１2 日（土）吹奏楽部による定期演

奏会が実施されました。３年生にとっては集

大成となる演奏会。たくさんの思いを胸に、

部員全員の心が一つになった素晴らしい演奏

会となりました。 

11月 1０日（（日）第２学年（ ３学年は標記大

会に出場しました。何よりも他校や多くの皆様方

の前で物おじせず、堂々と発表することができた

ことに成長を感じました。とても良い経験になり

ました。 

  

 

ご来場いただきました保護者（ 地域の皆様には心より感謝いたします。ありがとうございました。 
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令和６年度 東学園（東中・白人小・北小）目指す子どものキーワード「考動」 

教育活動の様子 

 

１０月２５日（（金）町内事業所にご協力いただき、職場体

験学習を実施しました。一人一人の社会的（ 職業的自立に向

け、事前にマナー講座をおこない、大人のマナーを学びまし

た。普段の生活でも意識して考動しています。 



１１月１３日（（水）十勝総合振興局産業振

興部林務課の方を講師に迎え（ 木育」に関わ

る授業をおこないました。木の役割や森林の

重要性、植樹など持続可能な環境保護につい

て学びました。 

 

 １０月２４日（（木）後期生徒会認証式（ 生

徒総会がおこなわれました。よりよい学校を

創るためには一人一人の考動が大切です。特

に１、２年生の活躍に期待しています。 

 

 

 

 

 

  

 


